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ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

資
料
と
例
数

資
料
は
、
中
古
和
文
の
九
作
品
（
竹
取
物
語
、
土
左
日
記
、
平
中
物

語
、
落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
源
氏
物
語
、
和
泉
式
部
日
記
、
紫
式
部
日

記
、
堤
中
納
言
物
語
）
で
あ
る（
注
１
）。
韻
文
と
散
文
と
で
傾
向
が
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
う
え
、
韻
文
の
例
数
は
僅
少
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
散
文

の
例
の
み
を
検
討
し
、
韻
文
の
例
は
後
で
触
れ
る
。
な
お
、
比
較
の
た

め
、
命
令
形
単
独
の
例
（
以
下
、「
命
令
形
」
と
呼
ぶ
）
も
適
宜
挙
げ
る

一　

本
稿
の
目
的

中
古
和
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
命
令
形
に
助
詞
カ
シ
が
下
接
し
た
例

（
以
下
、「
命
令
形
カ
シ
」）
が
多
数
見
ら
れ
る
。

「
わ
ざ
と
あ
め
る
を
、
早
う
も
の
せ
よ
か
し
」

〈
源
氏
物
語
、
花
宴
、
二
七
七
・
一
〉

「
命
令
形
カ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
指
摘
が
す
で
に
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
用
法
を
精
査
し
た
う
え
で
、
そ
の
意
味
を
明

中
古
和
文
の
「
命
令
形
カ
シ
」

富
岡
宏
太
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が
、
例
数
が
極
め
て
多
い
た
め
、
源
氏
物
語
の
散
文
部
分
の
六
二
三
例
の

み
を
対
象
と
す
る
。

ま
ず
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
例
数
を
［
表
一
］
に
挙
げ
る
。

［
表
一
］
作
品
ご
と
の
散
文
の
「
命
令
形
カ
シ
」
の
例
数

竹
取

土
左

平
中

落
窪

枕

源
氏

和
泉

紫

堤

計

命
令
形
カ
シ

1

1

2

19

18

65

5

1

4

116

表
記
は
私
に
改
め
た
。
引
用
文
中
の
〔　

〕
は
発
話
者
と
対
話
者
と
を
、

《　

》
は
心
内
文
で
あ
る
こ
と
を
、（　

）
は
補
足
説
明
を
示
す
も
の
と
し

て
、
筆
者
が
付
し
た
。

三　
「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
カ
シ
」
の
用
法
の
広
さ

ま
ず
は
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
用
法
の
広
さ
を
検
討
す
る
。「
命
令
形
」

に
よ
る
表
現
を
、
①
発
話
者
が
事
態
の
実
現
を
望
む
か
、
②
対
話
者
と
行

為
者
と
が
同
一
人
物
か
、
と
い
う
二
点
か
ら
分
類
す
る
と
、〈
要
求
〉、

〈
希
求
〉、〈
放
任
〉
の
三
種
に
な
る
。
理
論
的
に
は
四
種
に
分
か
れ
る
が
、

〈
放
任
〉
で
は
、
行
為
者
の
有
無
は
重
要
で
な
い
か
ら
で
あ
る（
注
２
）。

以
下
に

例
を
挙
げ
る
。

【〈
要
求
〉：
事
態
実
現
の
望
み
有
り
。
対
話
者
が
存
在
し
、
か
つ
、

行
為
者
と
一
致
す
る
。】

〔
童
→
惟
光
〕「
こ
れ
（
＝
扇
）
に
置
き
て
（
源
氏
ニ
）
ま
ゐ
ら

  

せ
よ
、
枝
も
な
さ
け
な
げ
な
め
る
花
を
」

〈
源
氏
物
語
、
夕
顔
、
一
〇
二
・
六
〉

発
話
者
の
童
は
「
花
を
届
け
る
こ
と
」
を
望
み
、
対
話
者
の
惟
光
が
行
為

者
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
〈
要
求
〉
の
例
で
あ
る
。

【〈
希
求
〉：
事
態
実
現
の
望
み
有
り
。
対
話
者
が
存
在
し
な
い
か
、

行
為
者
と
一
致
し
な
い
。】

…
…
、〔
薫
〕《（
大
君
ハ
）
な
が
ら
へ
よ
》
…
…
。

〈
源
氏
物
語
、
総
角
、
一
六
四
七
・
四
〉

発
話
者
の
薫
は
、
大
君
の
病
の
回
復
を
望
む
が
、
対
話
者
が
い
な
い
。
こ

の
場
合
、
対
話
者
と
行
為
者
と
が
同
一
人
物
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
こ
れ
が
〈
希
求
〉
の
例
で
あ
る
。

【〈
放
任
〉：
事
態
実
現
の
望
み
無
し
。
対
話
者
の
有
無
は
関
係
し
な

い
。】〔

左
馬
頭
→
女
〕「
…
…
。
限
り
と
思
は
ば
、
か
く
わ
り
な
き
も

 

の
疑
ひ
は
せ
よ
。
…
…
」 

〈
源
氏
物
語
、
帚
木
、
四
九
・
一
三
〉

発
話
者
の
左
馬
頭
は
、
対
話
者
、
か
つ
行
為
者
の
女
に
「
疑
わ
れ
る
こ

と
」
を
望
ん
で
い
な
い
。「
こ
れ
で
最
後
と
思
う
の
な
ら
疑
っ
て
も
構
わ

な
い
」
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
〈
放
任
〉
で
あ
る
。
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一
方
の
「
命
令
形
カ
シ
」
に
も
、
以
上
三
種
、
す
べ
て
の
例
が
見
ら
れ

る
。【〈

要
求
〉】

〔
源
氏
→
紫
の
上
〕「
…
…
。
な
ほ
す
こ
し
出
で
て
見
だ
に
送
り

た
ま
へ
か
し
」 

〈
源
氏
物
語
、
須
磨
、
四
一
二
・
五
〉

発
話
者
の
源
氏
は
、
対
話
者
の
紫
の
上
に
対
し
、「
も
う
少
し
外
に
出
て

見
送
る
こ
と
」
を
望
む
。

【〈
希
求
〉】

〔
大
宮
〕《
故
大
臣
の
い
ま
し
ば
し
だ
に
も
の
し
た
ま
へ
か
し
》

〈
源
氏
物
語
、
少
女
、
七
〇
三
・
一
〉

発
話
者
の
大
宮
は
、
左
大
臣
の
生
存
を
望
む
が
、
心
内
文
で
、
対
話
者
は

い
な
い
。

【〈
放
任
〉】

〔
命
婦
〕《
さ
ら
ば
、
さ
り
ぬ
べ
か
ら
ん
を
り
に
、（
源
氏
ガ
末
摘

花
ニ
）
物
越
し
に
聞
こ
え
た
ま
は
む
ほ
ど
、
御
心
に
つ
か
ず
は
さ

て
も
や
み
ね
か
し
。
…
》〈

源
氏
物
語
、
末
摘
花
、
二
一
〇
・
一
三
〉

発
話
者
の
命
婦
は
、
源
氏
が
末
摘
花
に
言
い
寄
る
の
を
や
め
て
ほ
し
い
と

思
う
わ
け
で
は
な
い
。
源
氏
が
末
摘
花
を
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
言
い
寄

る
の
を
や
め
て
し
ま
え
ば
よ
い
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

命
令
形
に
助
詞
ヨ
・
ヤ
が
下
接
し
た
「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」

は
、〈
要
求
〉
の
例
に
限
ら
れ
る（
注
３
）（
富
岡
宏
太 

二
〇
一
四
）。
こ
の
点
、

「
命
令
形
カ
シ
」
は
「
命
令
形
」
に
近
い
。

四　
「
命
令
形
カ
シ
」
の
各
用
法
の
特
徴

で
は
、「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
カ
シ
」
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
命
令
形
カ
シ
」
の
各
用
法
を
精
査
す
る
。
例
数
を
［
表
二
］
に
挙
げ

る
。［

表
二
］「
命
令
形
カ
シ
」
の
用
法
別
の
例
数

〈
要
求
〉

〈
希
求
〉

〈
放
任
〉

計

76

25

15

116

〈
要
求
〉
の
例
が
最
も
多
い
が
、〈
希
求
〉・〈
放
任
〉
も
、
一
定
数
、
見
ら

れ
る
。
そ
こ
で
さ
き
に
、
こ
の
二
つ
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

四
・
一　
〈
希
求
〉

ま
ず
、〈
希
求
〉
の
例
を
、
行
為
者
が
想
定
で
き
る
か
ど
う
か
、
想
定



國學院雜誌  第 117 巻第 8 号（2016年） — 4 —

で
き
る
場
合
に
、
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
で
分
類
す

る
。「
命
令
形
」
の
例
か
ら
検
討
す
る
。

「
命
令
形
」
に
は
、
行
為
者
が
想
定
で
き
な
い
例
、
行
為
者
は
想
定
で

き
る
が
実
現
可
能
性
の
な
い
例
、
行
為
者
が
想
定
さ
れ
実
現
可
能
性
の
あ

る
例
の
三
種
す
べ
て
が
見
ら
れ
る
。

【
行
為
者
が
想
定
で
き
な
い
例
】

〔
小
君
〕「
…
…
。
風
吹
き
と
ほ
せ
」

〈
源
氏
物
語
、
空
蝉
、
八
九
・
一
二
〉

発
話
者
の
小
君
は
「
風
が
吹
く
こ
と
」
を
望
む
が
、
行
為
者
は
想
定
で
き

な
い
。【

行
為
者
が
想
定
さ
れ
る
が
実
現
可
能
性
の
な
い
例
】

〔
源
氏
〕《
た
だ
、
い
ま
一
た
び
、
目
を
見
合
は
せ
た
ま
へ
。

 

…
…
》 

〈
源
氏
物
語
、
若
菜
下
、
一
一
八
四
・
一
〇
〉

行
為
者
と
し
て
紫
の
上
が
想
定
さ
れ
る
が
、
死
亡
し
て
お
り
、
実
現
可
能

性
は
な
い
。

【
行
為
者
が
想
定
さ
れ
実
現
可
能
性
の
あ
る
例
】

〔
源
氏
〕《（
紫
の
上
ト
女
三
宮
ト
ノ
）
御
仲
う
る
は
し
く
て
過
ぐ

 

し
た
ま
へ
》
と
思
す
。 〈
源
氏
物
語
、
若
菜
上
、
一
〇
七
六
・
四
〉

行
為
者
は
紫
の
上
と
女
三
宮
と
が
想
定
さ
れ
、
今
後
、
両
者
が
親
し
く
な

る
可
能
性
は
あ
る
。

一
方
、「
命
令
形
カ
シ
」
に
も
、
行
為
者
が
想
定
で
き
な
い
例
、
行
為

者
が
想
定
で
き
る
が
実
現
可
能
性
の
な
い
例
は
見
ら
れ
る
。

【
行
為
者
が
想
定
で
き
な
い
例
】

〔
人
〕《
と
く
降
り
や
み
ね
か
し
》

〈
枕
草
子
、
二
七
四
段
、
四
二
六
・
一
〇
〉

に
は
、
雨
を
止
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る
行
為
者
が
想
定
で
き
な
い
。

【
行
為
者
が
想
定
で
き
る
が
、
実
現
可
能
性
の
な
い
例
】

〔
三
の
君
〕《（
中
納
言
ハ
）
し
ば
し
立
ち
ど
ま
り
た
ま
へ
か
し
。

…
…
》 

〈
落
窪
物
語
、
巻
之
三
、
二
六
七
・
一
〉

は
、
行
為
者
に
中
納
言
が
想
定
さ
れ
る
が
、
彼
は
既
に
帰
っ
た
後
で
あ

り
、
実
現
可
能
性
は
な
い
。

し
か
し
、
行
為
者
が
想
定
さ
れ
、
実
現
可
能
性
の
あ
る
例
は
見
ら
れ
な

い（
注
４
）。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、［
表
三
］
の
よ
う
に
な
る
。

［
表
三
］「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
カ
シ
」
と
の
〈
希
求
〉
の
用
法

行
為
者　
　

想
定
不
可
能

行
為
者
想
定
可
能

実
現
可
能
性
な
し

実
現
可
能
性
あ
り

命
令
形

○

○

○

命
令
形
カ
シ

○

○

×
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以
上
の
よ
う
に
、「
命
令
形
カ
シ
」
は
行
為
者
が
想
定
さ
れ
な
い
か
、
想

定
さ
れ
て
も
実
現
可
能
性
が
な
い
例
の
み
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
命
令
形
カ
シ
」
が
、「
命
令
形
」
の
よ
う
に
単
に
実
現

を
望
む
の
で
は
な
く
、
発
話
者
の
望
み
が
実
現
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も

と
に
望
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
・
二　
〈
放
任
〉

次
に
〈
放
任
〉
で
あ
る
。「
命
令
形
」
の
〈
放
任
〉
に
は
、
事
態
の
実

現
を
行
為
者
に
任
せ
る
例
と
、
あ
る
属
性
の
有
無
に
つ
い
て
状
況
に
任
せ

る
例
と
が
あ
る
。

【
事
態
の
実
現
を
行
為
者
に
任
せ
る
例
】

〔
左
馬
頭
→
女
〕「
…
…
。
限
り
と
思
は
ば
、
か
く
わ
り
な
き
も

 

の
疑
ひ
は
せ
よ
。
…
…
」 

〈
源
氏
物
語
、
帚
木
、

の
再
掲
〉

「
こ
れ
で
最
後
と
思
う
の
な
ら
疑
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
例
で
あ

る
。
た
だ
し
、
源
氏
物
語
の
散
文
に
お
け
る
「
命
令
形
」
六
二
三
例
の
う

ち
、
事
態
の
実
現
を
行
為
者
に
任
せ
る
例
は
一
例
の
み
で
あ
る
。

次
に
、
あ
る
属
性
の
有
無
に
つ
い
て
状
況
に
任
せ
る
例
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

【
あ
る
属
性
の
有
無
に
つ
い
て
状
況
に
任
せ
る
例
】

〔
僧
→
僧
〕「
…
…
。（
女
ガ
）
物
の
変
化
に
も
あ
れ
。
目
に
見
す

見
す
、
生
け
る
人
を
か
か
る
雨
に
う
ち
失
は
せ
ん
は
、
い
み
じ
き

事
な
れ
ば
」 

〈
源
氏
物
語
、
手
習
、
一
九
九
三
・
一
二
〉

〔
乳
母
〕「
…
…
。
あ
が
君
（
＝
浮
舟
）
を
取
り
た
て
ま
つ
ら
む
、

　

 

人
に
ま
れ
、
鬼
に
ま
れ
、
返
し
た
て
ま
つ
れ
」

〈
源
氏
物
語
、
蜻
蛉
、
一
九
三
四
・
一
一
～
一
二
〉

は
、「
女
が
獣
の
化
身
で
も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
発
話
で
あ
り
、
事

態
の
実
現
を
任
せ
る
例
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
属
性
を
持
っ
て
い
て
も

構
わ
な
い
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た

は
、「
人
で
も
鬼
で
も
か

ま
わ
な
い
」
と
い
う
発
話
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
あ
る
属
性
を
持
つ
こ
と
を

許
容
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

一
方
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
〈
放
任
〉
は
、
事
態
の
実
現
を
行
為
者
に

任
せ
る
例
の
み
で
あ
る
。

【
事
態
の
実
現
を
行
為
者
に
任
せ
る
例
。
対
話
者
あ
り
】

〔
中
納
言
の
従
者
→
中
将
の
従
者
〕「
こ
と
と
言
へ
ば
、
大
将
殿

ば
ら
の
や
う
に
。
中
納
言
殿
の
御
車
ぞ
。
は
や
う
打
て
か
し
」

〈
落
窪
物
語
、
巻
之
二
、
一
七
一
・
一
一
〉

「
ぶ
つ
け
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
早
く
ぶ
つ
け
ろ
」
と
述
べ
る
が
、
積
極
的

に
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
態
の
実
現
を
行
為
者
（
＝
対
話
者
）

に
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
為
者
と
対
話
者
と
が
一
致
し
な
い
例
も
挙

げ
る
。
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【
事
態
の
実
現
を
行
為
者
に
任
せ
る
例
。
対
話
者
な
し
】

〔
中
宮
→
清
少
納
言
〕「
わ
ざ
と
消
息
し
、
呼
び
出
づ
べ
き
事
に

は
あ
ら
ぬ
や
。（
女
性
ガ
）
お
の
づ
か
ら
端
つ
方
、
局
な
ど
に
ゐ

た
ら
む
と
き
も
（
生
昌
ハ
用
ヲ
）
言
へ
か
し
」

〈
枕
草
子
、
巻
六
、
三
八
・
七
〉

の
発
話
者
は
中
宮
、
対
話
者
は
清
少
納
言
で
あ
る
が
、
行
為
者
は
生
昌

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
用
件
を
言
っ
て
ほ
し
い
」
の
で
は
な
く
、「
女
性

が
局
に
い
る
と
き
に
、
言
い
た
け
れ
ば
言
え
」
と
い
う
の
み
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
事
態
の
実
現
を
行
為
者
に
委
ね
て
い
る
点
で
は

と
同
じ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
例
に
共
通
す
る
の
は
、「
事
態
の
実
現
が
行
為
者
に
と
っ

て
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
発
話
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

は
、
大
将
の
一
行
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
将

の
一
行
に
車
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
い
、
と
い
う
前
提
が
窺
え

る
。

も
、
た
だ
伝
え
た
け
れ
ば
伝
え
ろ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
女
性
が

局
に
じ
っ
と
し
て
い
る
と
き
、
と
い
う
条
件
つ
き
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
消

息
で
用
事
を
済
ま
せ
よ
う
と
し
て
き
た
生
昌
に
と
っ
て
、
困
難
な
条
件
を

提
示
し
て
い
る
。

四
・
三　
〈
要
求
〉

「
命
令
形
カ
シ
」
の
〈
要
求
〉
の
例
は
七
六
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
発

話
者
が
対
話
者
に
向
か
っ
て
、
要
求
内
容
の
実
現
を
強
く
迫
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
強
く
迫
ら
な
い
例
に
、
ほ
ぼ
限
ら
れ
る（
注
５
）。

さ
ら
に
、〈
要
求
〉
の
例
を
詳
し
く
分
類
す
る
と
、
対
話
者
上
位
の
例
、

発
話
者
上
位
で
対
話
者
に
利
益
の
あ
る
例
、
発
話
者
上
位
で
対
話
者
に
無

理
を
強
い
る
例
の
三
種
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
上

位
・
下
位
は
、
敬
語
使
用
の
有
無
を
基
準
と
す
る
。
発
話
者
が
対
話
者
を

敬
語
で
待
遇
す
る
場
合
、
少
な
く
と
も
言
語
表
現
上
は
、
対
話
者
を
高
く

遇
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
具
体
例
を
見
て
い
こ
う
。
最
初
に
挙
げ
る
の
は
、
対
話
者
上

位
の
場
合
で
あ
る
。
五
九
例
と
、
非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
。

【
対
話
者
上
位
の
例
。
対
話
者
に
利
益
あ
り
】

〔
女
房
→
姫
君
〕「
…
…
。
よ
き
事
も
あ
ら
ば
、
せ
さ
せ
た
ま
へ

か
し
」 

〈
落
窪
物
語
、
巻
之
一
、
九
〇
・
九
〉

〔
女
房
→
公
信
〕「
い
ざ
、
た
ま
へ
か
し
。
内
へ
」

〈
枕
草
子
、
九
五
段
、
一
八
九
・
一
〉

は
、
女
房
が
姫
君
に
対
し
て
、
よ
い
縁
談
が
あ
れ
ば
結
婚
し
た
ほ
う

が
い
い
と
勧
め
て
お
り
、

は
、
女
房
で
あ
る
清
少
納
言
が
公
信
を
宮
中

に
誘
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
例
も
、
対
話
者
に
利
益
の
あ
る
内
容
を
要
求

し
て
い
る
が
、
対
話
者
上
位
の
例
で
あ
り
、
発
話
者
が
要
求
内
容
の
実
現

を
強
く
せ
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

【
対
話
者
上
位
の
例
。
発
話
者
に
利
益
あ
り
】

〔
源
氏
→
末
摘
花
〕「
今
年
だ
に
声
す
こ
し
聞
か
せ
た
ま
へ
か
し
。

…
…
」 

〈
源
氏
物
語
、
末
摘
花
、
二
二
九
・
二
〉

〔
源
氏
→
藤
壺
〕「「
見
だ
に
向
き
た
ま
へ
か
し
」

〈
源
氏
物
語
、
賢
木
、
三
五
二
・
一
〉

は
、
い
つ
ま
で
も
顔
を
見
せ
て
く
れ
な
い
末
摘
花
に
対
し
て
、
源
氏
が

「
せ
め
て
声
だ
け
で
も
」
と
要
望
す
る
場
面
で
あ
る
。
敬
語
使
用
に
よ
り
、

対
話
者
の
末
摘
花
が
上
位
と
な
る
例
で
あ
る
。

は
、
源
氏
か
ら
藤
壺
へ

の
発
話
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
藤
壺
に
対
し
て
敬
語
が
使
用
さ
れ
た
、
対
話

者
上
位
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
事
態
実
現
の
結
果
、
利
益
を

得
る
の
は
発
話
者
で
あ
り
、
対
話
者
に
は
利
益
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
な
お
さ
ら
、
発
話
者
が
強
く
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
づ
い
て
、
②
発
話
者
上
位
で
対
話
者
に
利
益
の
あ
る
例
で
あ
る
。
七

例
見
ら
れ
る
。

【
発
話
者
上
位
で
対
話
者
に
利
益
の
あ
る
例
。】

〔
女
房
→
男
〕「
今
宵
、
も
し
月
お
も
し
ろ
く
は
、
来
か
し
」

〈
平
中
物
語
、
五
〇
七
・
一
〉

〔
匂
宮
→
侍
従
〕「
わ
が
も
と
に
あ
れ
か
し
」

〈
源
氏
物
語
、
蜻
蛉
、
一
九
五
一
・
一
〉

、

は
、
と
も
に
敬
語
不
使
用
例
で
あ
る
か
ら
、
発
話
者
上
位
の
例
と

見
な
さ
れ
る
。

は
女
房
か
ら
知
り
合
い
の
男
へ
の
発
話
で
あ
る
。
月
の

美
し
い
時
に
来
れ
ば
女
房
が
仕
え
る
女
性
に
会
え
る
の
で
、
こ
の
要
求
内

容
を
実
現
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
の
は
、
対
話
者
の
男
で
あ
る
。

は
、
匂
宮
か
ら
侍
従
へ
の
発
話
で
あ
る
。
こ
の
侍
従
は
元
々
、
浮
舟
に
仕

え
て
い
た
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
浮
舟
は
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
時
点
で
は
、
侍
従
は
主
人
が
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、

要
求
内
容
を
実
現
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
の
は
、
対
話
者
の
侍
従
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
場
合
、
た
と
え
発
話
者
上
位
で
あ
っ
て
も
、
実
現
を
強

く
せ
ま
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
要
求
内
容
が
実
現
し
よ
う
が
し

ま
い
が
、
発
話
者
に
は
、
利
益
も
不
利
益
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
発
話
者
上
位
で
対
話
者
に
無
理
を
強
い
る
例
で
あ
る
。
九
例

見
ら
れ
る
。

【
発
話
者
上
位
で
対
話
者
に
無
理
を
強
い
る
例
】

〔
女
→
男
〕「
な
ほ
、
こ
こ
に
立
ち
寄
れ
か
し
」

〈
平
中
物
語
、
五
二
七
・
一
二
〉

〔
源
氏
→
右
近
〕「
…
…
。
と
ざ
ま
か
う
ざ
ま
に
つ
け
て
、
は
ぐ

く
ま
む
に
咎
あ
る
ま
じ
き
を
、
そ
の
あ
ら
ん
乳
母
な
ど
に
も
異
ざ

ま
に
言
ひ
な
し
て
も
の
せ
よ
か
し
」
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〈
源
氏
物
語
、
夕
顔
、
一
三
九
・
一
四
〉

は
女
か
ら
男
に
、

は
源
氏
か
ら
右
近
へ
の
発
話
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

敬
語
が
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
益
も
対
話
者
に
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

も

も
、
発
話
者
が
対
話
者
に
無
理
を
言
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

は
、
帰
ろ
う
と
す
る
男
に
対
し

て
の
発
話
で
あ
る
。
ま
た
、

は
末
摘
花
の
許
し
が
な
く
と
も
、
対
面
さ

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
発
話
に
お
い
て
は
、
強
く

要
求
す
る
こ
と
は
し
に
く
い
は
ず
で
あ
る
。「
無
理
は
承
知
で
あ
る
」「
実

現
で
き
な
く
て
も
し
か
た
な
い
」
と
い
う
姿
勢
を
、
表
面
上
は
示
す
必
要

が
あ
ろ
う
。
発
話
者
上
位
で
利
益
が
発
話
者
に
あ
る
例
は
、
こ
の
よ
う

に
、
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
（
室
谷
有
紀
子 

二
〇
〇
一
、
川
上
徳
明 

二
〇
〇
五
）。

以
上
の
よ
う
に
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
〈
要
求
〉
は
、
対
話
者
上
位
の

例
が
非
常
に
多
い
。
ま
た
、
発
話
者
上
位
で
あ
っ
て
も
、
利
益
が
対
話
者

に
あ
る
例
や
対
話
者
に
無
理
を
強
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
再
度
述
べ
る
と
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
〈
要
求
〉
は
、

発
話
者
が
対
話
者
に
、
要
求
内
容
の
実
現
を
強
く
迫
れ
な
い
か
、
迫
ら
な

い
例
に
偏
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
韻
文
に
は
「
命
令
形
カ
シ
」
が
二
例
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

〈
要
求
〉
の
例
で
あ
る
。

あ
は
れ
と
て
手
を
ゆ
る
せ
か
し
生
き
死
に
を
君
に
ま
か
す
る
わ
が

身
と
な
ら
ば 

〈
源
氏
物
語
、
竹
河
、
一
四
八
二
・
五
〉

恋
し
く
は
来
て
も
見
よ
か
し
ち
は
や
ぶ
る
神
の
い
さ
む
る
道
な
ら

な
く
に 

〈
和
泉
式
部
日
記
、
七
九
・
一
一
〉

前
者
は
、
発
話
者
の
少
将
が
女
房
に
対
し
て
大
君
の
も
と
へ
の
手
引
き

を
頼
む
歌
で
あ
り
、
発
話
者
上
位
で
無
理
を
強
い
る
例
で
あ
る
。
後
者

は
、
伊
勢
物
語
か
ら
の
引
き
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
発
話
者
は
主
人
公
の

女
、
対
話
者
は
宮
で
あ
り
、
対
話
者
上
位
の
例
と
な
る
。
い
ず
れ
も
、
散

文
の
特
徴
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。

五　
「
命
令
形
カ
シ
」
の
意
味

五
・
一　
「
命
令
形
カ
シ
」
の
意
味
と
は

本
節
で
は
、
用
法
間
の
共
通
点
を
抽
象
化
し
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
意

味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
前
節
ま
で
見
て
き
た
「
命
令
形

カ
シ
」
の
各
用
法
の
特
徴
を
、
再
度
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

・〈
希
求
〉
の
例
は
、「
命
令
形
」
と
は
異
な
り
、
行
為
者
が
想
定
で
き

な
い
か
、
想
定
で
き
て
も
実
現
不
可
能
な
例
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
発
話
者
が
自
身
の
望
み
を
、
実
現
さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
の

も
と
で
述
べ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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・〈
放
任
〉
の
例
に
は
、
あ
る
属
性
を
許
容
す
る
例
は
見
ら
れ
ず
、
事

態
の
実
現
を
行
為
者
に
任
せ
る
例
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
実
現

の
困
難
さ
を
前
提
と
し
て
、
行
為
者
が
そ
れ
で
も
望
む
な
ら
実
現
し

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、「
命
令
形
」

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

・〈
要
求
〉
の
例
は
、
対
話
者
上
位
の
例
が
非
常
に
多
い
。
ま
た
、
発

話
者
上
位
で
あ
っ
て
も
、
利
益
が
対
話
者
に
あ
る
例
や
、
対
話
者
に

無
理
を
強
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
発
話
者
が
対

話
者
に
要
求
内
容
の
実
現
を
強
く
迫
れ
な
い
か
、
迫
ら
な
い
こ
と
を

示
す
。

三
者
の
共
通
点
か
ら
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
意
味
は
次
の
よ
う
な
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

「
命
令
形
カ
シ
」
は
、「
事
態
の
実
現
し
な
い
可
能
性
を
承
知
の
う
え

で
、
行
為
者
や
状
況
に
委
ね
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。

以
上
の
抽
象
化
が
妥
当
で
あ
る
か
、
検
証
し
て
い
く
。

最
初
に
〈
希
求
〉
で
あ
る
。
行
為
者
が
想
定
さ
れ
な
い
場
合
、
事
態
の

実
現
は
状
況
に
委
ね
ら
れ
る
。
ま
た
、
行
為
者
が
想
定
さ
れ
、
実
現
可
能

性
の
な
い
場
合
は
、
事
態
が
実
現
し
な
い
可
能
性
を
承
知
し
て
い
て
当
然

で
あ
る
か
ら
、
状
況
に
委
ね
る
し
か
な
い（
注
６
）。
さ
ら
に
、
本
稿
の
仮
説
は
、

行
為
者
が
想
定
さ
れ
、
実
現
可
能
性
の
あ
る
例
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
も

符
合
す
る
。
実
現
し
な
い
こ
と
を
承
知
で
委
ね
る
形
式
は
、
実
現
の
可
能

性
が
十
分
に
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
し
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
事
態
の
実
現
し

な
い
可
能
性
を
承
知
で
委
ね
る
」
こ
と
は
、「
事
態
の
実
現
を
強
く
望
ん

で
い
な
い
」
こ
と
を
、
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

か
か
れ
ば
、
北
の
方
、《
憎
し
、
と
く
死
ね
か
し
》
と
思
ふ
。

〈
落
窪
物
語
、
巻
之
四
、
二
八
二
・
一
〉

〔
小
君
→
空
蝉
〕「
廂
に
ぞ
大
殿
籠
り
ぬ
る
。
音
に
聞
き
つ
る
御

有
様
を
見
た
て
ま
つ
り
つ
る
、
げ
に
こ
そ
め
で
た
か
り
け
れ
」
と

み
そ
か
に
言
ふ
。〔
空
蝉
→
小
君
〕「
昼
な
ら
ま
し
か
ば
、
覗
き
て

見
た
て
ま
つ
り
て
ま
し
」
と
ね
ぶ
た
げ
に
言
ひ
て
顔
引
き
入
れ
つ

る
声
す
。〔
小
君
〕《
ね
た
う
、
心
と
ど
め
て
も
問
ひ
聞
け
か
し
》

と
、
あ
ぢ
き
な
く
思
す
。 

〈
源
氏
物
語
、
帚
木
、
六
八
・
四
〉

は
、
病
床
に
あ
り
な
が
ら
、
昇
進
を
喜
び
延
命
の
願
を
立
て
る
夫
の
大

納
言
に
対
し
て
の
、
北
の
方
の
望
み
で
あ
る
。
大
納
言
の
病
状
は
重
く
、

放
っ
て
お
け
ば
「
夫
の
死
」
と
い
う
事
態
は
、
実
現
の
蓋
然
性
が
高
い
。

副
詞
「
と
く
（
＝
早
く
）」
を
使
用
し
て
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
大
そ
れ
た
望

み
を
持
つ
必
要
は
な
い
。
し
か
も
、
大
納
言
が
生
き
た
い
と
願
う
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
夫
の
死
へ
の
望
み
が
弱
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ

う（
注
７
）。

で
は
、
小
君
が
誘
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
蝉
は
聞
く
耳
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を
持
た
ず
、
顔
を
引
っ
込
め
た
の
で
あ
る
。
行
為
者
が
想
定
さ
れ
、
実
現

可
能
性
が
な
い
例
で
あ
る
が
、
望
み
が
弱
い
と
は
言
え
な
い
。「
強
く
望

む
が
、
強
く
は
望
ん
で
い
な
い
」
と
い
う
の
は
、
自
己
矛
盾
で
あ
る
が
、

「
強
く
望
む
が
、
実
現
し
な
い
可
能
性
も
承
知
で
委
ね
る
」
こ
と
は
十
分

に
あ
り
う
る
。
本
稿
の
想
定
す
る
「
命
令
形
カ
シ
」
の
意
味
は
、
発
話
者

の
望
み
の
大
き
さ
を
問
わ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
〈
放
任
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
仮
説
に
合
っ
た
用
法
で

あ
る
。
ま
た
、
事
態
の
実
現
に
つ
い
て
行
為
者
に
委
ね
る
〈
放
任
〉
の
例

が
、「
命
令
形
カ
シ
」
一
一
六
例
中
、
一
五
例
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

源
氏
物
語
の
六
〇
〇
例
以
上
あ
る
「
命
令
形
」
に
は
一
例
し
か
見
ら
れ
な

い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
種
の
〈
放
任
〉
は
「
命
令
形
」
で
表
す
こ

と
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
方
が
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
〈
要
求
〉
で
あ
る
。
強
く
迫
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
面
と
い
う

の
は
、
対
話
者
上
位
の
例
や
、
発
話
者
上
位
で
無
理
を
強
い
る
場
面
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
面
で
も
、
行
為
者
に
委
ね
る
述
べ
方
を
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
無
礼
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
強
く
迫
ら
な
い
場
面
と
い
う
の
は
、
発
話
者
に
と
っ
て
、
実
現
し

な
く
て
も
よ
い
事
態
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、「
事
態
の
実
現
し

な
い
可
能
性
を
承
知
の
う
え
で
、
行
為
者
や
状
況
に
委
ね
る
」
と
い
う
本

稿
の
仮
説
と
矛
盾
し
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、「
命
令
形
カ
シ
」
が
「
事
態
の
実
現
し
な
い
可
能
性

を
承
知
の
う
え
で
、
行
為
者
や
状
況
に
委
ね
る
」
こ
と
を
示
す
も
の
と
考

え
る
と
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、
多
様
な
用
法
が
導
き
出
さ
れ
る

の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
答
え
も
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
・
二　
「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
カ
シ
」
と

さ
ら
に
こ
こ
で
は
、「
命
令
形
」
と
「
命
令
形
カ
シ
」
と
が
類
似
の
場

面
で
使
用
さ
れ
る
場
合
を
検
討
す
る
こ
と
で
、「
命
令
形
カ
シ
」
の
特
徴

を
よ
り
一
層
鮮
明
に
し
て
い
く
。
こ
の
際
、
使
用
さ
れ
る
動
詞
や
発
話
者

と
対
話
者
と
の
関
係
、
要
求
内
容
な
ど
が
、
で
き
る
限
り
、
同
じ
か
近
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
源
氏
か
ら
下
位
者

に
、
女
性
の
も
と
へ
の
手
引
き
を
依
頼
す
る
場
面
で
、
動
詞
「
た
ば
か

る
」
が
使
用
さ
れ
た
例
を
検
討
す
る
。「
命
令
形
カ
シ
」
を
先
に
挙
げ
る
。

〔
源
氏
→
命
婦
〕「
…
…
。
い
と
お
ぼ
つ
か
な
う
心
得
ぬ
心
地
す

る
を
、
か
の
御
ゆ
る
し
な
う
と
も
、
た
ば
か
れ
か
し
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
末
摘
花
、
二
一
〇
・
二
〉

は
源
氏
か
ら
命
婦
に
対
し
て
、
末
摘
花
に
会
わ
せ
て
く
れ
る
よ
う
要
求

し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
か
の
御
許
し
な
う
と
も
（
＝
末

摘
花
の
許
し
が
な
く
て
も
）」
会
わ
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
お
り
、
か
な
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り
の
無
理
を
強
い
る
場
面
で
あ
る
。
最
終
的
に
実
現
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
命
婦
に
委
ね
る
と
い
う
態
度
で
接
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
す
る
「
命
令
形
」
の
例
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〔
源
氏
→
小
君
〕「
静
ま
り
ぬ
な
り
。
入
り
て
、
さ
ら
ば
、
た
ば

 

か
れ
」 

〈
源
氏
物
語
、
空
蝉
、
八
九
・
六
〉

源
氏
か
ら
小
君
に
対
し
て
、
空
蝉
に
会
わ
せ
て
く
れ
る
よ
う
要
求
し
て
い

る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
も
一
見
、
無
理
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

が
、

ほ
ど
厳
し
い
条
件
で
は
な
い
。
人
々
が
寝
静
ま
り
、
女
の
も
と
に

入
り
や
す
く
な
っ
た
う
え
で
、
手
引
き
を
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
事
実
も
、「
命
令
形
カ
シ
」
が
「
事
態
の
実
現
し
な
い
可
能
性
を

承
知
の
う
え
で
、
行
為
者
や
状
況
に
委
ね
る
」
こ
と
を
表
す
と
い
う
本
稿

の
仮
説
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
・
三　

本
稿
の
議
論
と
先
行
研
究
と
の
関
係

前
節
の
よ
う
に
、
全
用
法
の
共
通
点
を
も
と
に
「
命
令
形
カ
シ
」
の
意

味
を
見
出
す
方
法
は
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
で
順
に
先
行
研
究
を
確
認
し
な
が
ら
、
本
稿
の

議
論
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
、
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
挙
げ
る
の
は
、
森
野
崇
（
一
九
九
二
）
で
あ
る
。
森
野
は
、
カ
シ

や
ゾ
カ
シ
が
心
内
文
に
多
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

こ
れ
ら
の
現
象
は
い
ず
れ
も
、「
か
し
」
に
聞
き
手
を
指
向
し
、
念

を
押
す
機
能
が
な
い
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
か
し
」
の
行
う
確
認
は
、
聞
き
手
へ
向
か
う
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
対
自
的
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

（
二
六
五
頁
）

と
し
、
カ
シ
が
「
言
表
内
容
の
再
確
認
の
表
示
」（
同
頁
）
を
担
う
と
す

る
。
そ
の
う
え
で
、「
命
令
形
カ
シ
」
に
つ
い
て
、

「
か
し
」
の
下
接
に
よ
っ
て
、
そ
の
命
令
文
は
、
表
現
主
体
が
命
令

の
内
容
を
再
確
認
す
る
文
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
確
か
に
～
す
べ
き

な
の
だ
」「
～
す
れ
ば
よ
い
の
だ
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
、
命

令
の
正
当
性
を
、
再
度
確
か
め
る
表
現
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
六
八
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
の
説
は
、〈
希
求
〉
や
、〈
放
任
〉
の
一
部
を
説
明
す
る
う

え
で
は
有
効
で
あ
る
が
、〈
要
求
〉
の
説
明
が
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

要
求
内
容
の
正
当
性
を
発
話
者
自
身
が
確
か
め
る
文
を
、
対
話
者
に
放
つ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
の

か
、
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
（
柴
田
敏 

一
九
九
三
、
室
谷
由
紀
子 

二

〇
〇
一
）。

次
に
、
柴
田
敏
（
一
九
九
三
）
で
あ
る
。
柴
田
は
、〈
希
求
〉
の
例
を

端
緒
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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カ
シ
命
令
文
（
筆
者
注
：「
命
令
形
カ
シ
」）
は
願
望
表
現
の
か
た
ち

を
借
り
て
い
て
も
、
実
質
は
愚
痴
、
不
満
、
皮
肉
と
い
っ
た
表
現
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
話
し
手
が
事
態
の
実
現
を
望
む
度
合
い
が
低

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

（
二
七
九
頁
）

カ
シ
命
令
文
で
は
〈
待
ち
望
み
〉
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
弱
い
。

（
二
八
四
頁
）

こ
の
説
は
、〈
放
任
〉
と
、〈
希
求
〉〈
要
求
〉
の
一
部
と
を
説
明
す
る
う

え
で
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、「〈
待
ち
望
み
〉
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
弱
い
」

と
す
る
と
、〈
希
求
〉〈
要
求
〉
の
多
く
の
例
の
説
明
が
困
難
に
な
る
。

〔
少
将
→
帯
刀
〕「
入
れ
に
入
れ
よ
か
し
。
…
…
」

〈
落
窪
物
語
、
巻
之
一
、
二
二
・
四
〉

ど
う
し
て
も
姫
君
に
逢
い
た
い
少
将
の
発
話
で
あ
り
、
望
み
の
度
合
い
が

低
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
望
み
の
度
合
い
が
弱
い
か
の
よ
う
に

述
べ
る
と
い
う
意
味
だ
と
し
て
も
、
十
分
な
説
明
と
は
思
わ
れ
な
い
。
対

話
者
を
説
得
す
る
に
あ
た
っ
て
、
望
み
の
度
合
い
が
弱
い
よ
う
に
見
せ
る

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
理
な
要
求
で
あ
る
か
ら
、
最
終
的
な

判
断
は
対
話
者
の
帯
刀
に
委
ね
る
言
い
方
を
し
て
、
配
慮
を
示
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
室
谷
有
紀
子
（
二
〇
〇
一
）
で
あ
る
。
室
谷
は
、
森
野
と
は

対
照
的
に
、
カ
シ
に
聞
き
手
指
向
性
の
あ
る
例
も
見
ら
れ
る
と
い
う
立
場

か
ら
、「
命
令
形
カ
シ
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
筆
者
注
：「
命
令
形
カ
シ
」
は
）
や
ん
わ
り
と
ソ
フ
ト
に
対
象
に
発

言
し
よ
う
と
す
る
、
話
し
手
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）

命
令
の
対
象
が
そ
の
場
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
言
い
放
ち
の
傲
慢

さ
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る
言
い
方
の
配
慮
や
、
強
い
要
請
を
あ
え
て

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
お
い
て
言
う
こ
と
の
策
略
性
が
、
話
し
手
に
よ
っ
て

意
識
さ
れ
て
い
る
。
命
令
の
対
象
が
別
の
空
間
に
存
在
し
た
り
、
誰

か
一
人
に
特
定
し
な
い
場
合
、
不
満
や
愚
痴
、
皮
肉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
含
ん
で
い
る
。（
中
略
）
前
者
、
命
令
の
対
象
が
そ
の
場
に
存
在

す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
目
の
前
の
聞
き
手
を
意
識
す
る
か
ら
配
慮

の
必
要
性
が
出
て
く
る
わ
け
で
、
後
者
も
、
ひ
と
り
言
的
な
発
言
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
も
対
象
を
想
起
し
て
の
発
言
で
あ
る
。
皮

肉
め
い
た
言
い
方
を
す
る
場
合
は
特
に
、
対
象
へ
の
意
識
が
大
き
く

働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

（
一
三
～
一
四
頁
）

〈
要
求
〉
に
関
し
て
は
、
本
稿
と
同
様
の
立
場
で
あ
る
が
、〈
希
求
〉
の
場

合
に
問
題
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
発
話
場
に
い
な
い
行
為
者
に
対
し

て
、
配
慮
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
あ
る
用
法
の
特
徴
を
、
直
接
、
意
味
と
結
び
付
け
て
い

る
。
そ
の
た
め
「
命
令
形
カ
シ
」
の
全
用
法
と
意
味
と
の
間
の
整
合
性
が

と
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
富
岡
宏
太
（
二
〇
一
五
）
は
、
助
詞
の
用
法
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と
意
味
と
を
分
け
て
考
え
る
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
、

「
命
令
形
カ
シ
」
と
い
う
特
定
の
文
形
式
の
意
味
を
考
え
る
際
に
も
言
え

る
の
で
あ
る
。

六　

本
稿
の
結
論

本
稿
で
は
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

ⅰ
「
命
令
形
カ
シ
」
は
、〈
要
求
〉・〈
希
求
〉・〈
放
任
〉
の
す
べ
て

の
用
法
を
持
つ
。
こ
の
点
、〈
要
求
〉
に
限
ら
れ
る
「
命
令
形
ヨ
」

「
命
令
形
ヤ
」
と
は
大
き
く
異
な
り
、「
命
令
形
」
に
近
い
。

ⅱ
「
命
令
形
カ
シ
」
の
〈
希
求
〉
は
、
行
為
者
が
想
定
で
き
な
い

か
、
実
現
不
可
能
な
事
態
を
望
む
例
に
限
ら
れ
、〈
放
任
〉
は
、

実
現
の
困
難
さ
を
前
提
と
し
て
、
行
為
者
が
そ
れ
で
も
望
む
な
ら

委
ね
る
と
い
う
例
に
限
ら
れ
る
。〈
要
求
〉
は
、
対
話
者
に
強
く

迫
れ
な
い
か
、
強
く
迫
ら
な
い
例
に
偏
る
。

ⅲ
以
上
の
全
用
法
か
ら
抽
象
化
す
る
と
、「
命
令
形
カ
シ
」
は
、「
事

態
の
実
現
し
な
い
可
能
性
を
承
知
の
う
え
で
、
行
為
者
や
状
況
に

委
ね
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注１ 

こ
の
ほ
か
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
の
散
文
部
分
に
は
、「
命
令
形
カ
シ
」
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
除
外
し
た
。
な
お
、
韻
文
で
は
、
伊
勢
物
語
に

の
原
拠
で

あ
る
一
例
、
大
和
物
語
に
三
例
、
計
四
例
の
「
命
令
形
カ
シ
」
が
見
ら
れ
る
が
、

本
稿
の
結
論
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
例
は
な
い
。

２ 

富
岡
宏
太
（
二
〇
一
四
）
は
、〈
放
任
〉
の
例
は
聞
き
手
（
＝
対
話
者
）
あ
り
の
例

に
限
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
対
話
者
な
し
の
〈
放
任
〉

の
例
も
見
ら
れ
る
。

３ 

厳
密
に
は
、「
命
令
形
ヤ
」
に
は
〈
希
求
〉
の
例
が
一
例
あ
る
。

〔
人
々
〕「
…
…
。
し
る
く
見
ゆ
る
風
吹
け
や
」

〈
う
つ
ほ
物
語
、
内
侍
の
か
み
、
四
一
四
・
九
〉

 

た
だ
し
、
う
つ
ほ
物
語
に
は
、
本
文
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
他
に
同
様
の
例
が

な
い
こ
と
か
ら
、
例
外
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４ 

次
の
例
は
、
行
為
者
が
想
定
さ
れ
、
実
現
可
能
性
の
あ
る
例
に
見
え
る
。

…
…
、〔
源
氏
〕《
か
ば
か
り
の
言
ふ
か
ひ
だ
に
あ
れ
か
し
》
と
、
あ
な
た
（
＝

末
摘
花
方
）
を
見
や
り
た
ま
ふ
。 

〈
源
氏
物
語
、
初
音
、
七
七
三
・
一
一
〉

 

空
蝉
と
話
し
た
源
氏
は
、
末
摘
花
に
対
し
て
、「
せ
め
て
こ
の
く
ら
い
の
話
し
相
手

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
望
ん
で
い
る
。
こ
の
場
合
、
実
現
可
能
性
が
な
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
源
氏
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
末
摘
花
に
語
り
か
け
て
お

り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
末
摘
花
は
話
し
相
手
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
蓋

然
性
は
極
め
て
低
く
、
も
は
や
実
現
可
能
性
は
な
い
に
等
し
い
。

５ 

〈
要
求
〉
の
う
ち
、
次
の
例
だ
け
は
、
三
種
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

〔
女
房
→
男
〕「
た
だ
読
め
か
し
」 〈
枕
草
子
、
二
九
四
段
、
四
四
九
・
一
二
〉

 
こ
の
例
は
、
紙
に
書
か
れ
た
内
容
を
な
か
な
か
読
ま
な
い
男
に
、
再
度
要
求
し
て

い
る
。
男
は
身
分
の
高
い
者
で
は
な
く
、
強
く
迫
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
結
論
で
あ
る
「
事
態
の
実
現
し
な
い
可
能
性
を
承

知
の
う
え
で
、
行
為
者
や
状
況
に
委
ね
る
」
と
い
う
意
味
を
「
命
令
形
カ
シ
」
に
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認
め
る
な
ら
、
女
房
が
品
格
を
示
す
た
め
に
婉
曲
的
な
言
い
方
を
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

６ 

無
論
、
実
現
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
状
況
に
委
ね
た
と
こ
ろ
で
、
実

際
に
事
態
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
ど
の
よ
う
に
望
む
か
と
い
う
述
べ
方
の
問

題
と
、
実
際
に
実
現
し
う
る
か
と
い
う
事
実
の
問
題
と
は
、
次
元
が
異
な
る
。

７ 

室
谷
有
紀
子
（
二
〇
〇
一
）
は
、
同
じ
例
を
挙
げ
、「
い
く
ら
感
情
が
高
ぶ
っ
た
と

は
い
え
夫
の
死
を
本
気
で
願
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
」（
五
頁
）
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
本
稿
の
仮
説
に
は
矛
盾
し
な
い
。
だ
が
、
実
現
を
本
気

で
望
む
か
と
い
う
、
あ
る
時
点
の
極
め
て
個
人
的
な
心
情
を
、
常
識
の
み
で
判
断

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
（
現
代
人
で
あ
っ
て
も
、
常
識
か
ら
逸
脱
す
る
こ

と
は
少
な
く
な
い
）。
本
稿
で
は
、
文
脈
や
使
用
語
彙
の
観
点
か
ら
、「
す
ぐ
に
は

実
現
さ
れ
な
い
こ
と
を
承
知
で
、
本
気
で
望
ん
で
い
る
」
と
解
釈
す
る
。
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用
テ
キ
ス
ト

源
氏
物
語
→
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
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）
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、
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記
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う
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→
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）
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